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研究成果の概要（和文）：本研究では、後期十字軍を再考する一環として、より具体的には十字

軍熱が集合心性としてヨーロッパ１１１:界に定着していたのかを探るべく、1511t紀の聖地巡礼記の
分析を行った。考察の結｣}L、１５世紀になると安全に「麻ﾘﾑ【」した巡礼者たちの中にムスリムに
対する敵意が表lrli化したこと、およびオスマン帝国のバルカン半Jfb進出という状況の｢'1で巡礼
者たちが「十字堰」という用語をⅢい始めたこと、すなわち’５１M:紀後半における「十字軍」は
聖地lnl復ではなく対オスマン帝国を意味したことなどがIJ1らかとなった。しかし、ヴェネツィ
アとオスマンイi烟との和1と（[479ｲ'２）により安全な聖地巡礼が確保されると、聖地巡礼者たち
の心の中において再び「１－字軍』熱が冷却していく傾向が見られることも確認された。
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研究分野：人文`学

科研撰の分科・細円：史学・西洋史
キーワード：西洋史・中'１t史・十字軍。聖地巡礼・イスラーム

ン卜が「純粋封止制論」を提唱して以降、諸

研究者は王権と貴族権の強弱関係のみに焦
点を当てた考察を行っていた。それに対して、
私は|'《11与・貴族BLI係の枠組みに|ﾌﾟﾛわれないこ

Ｌｲﾘﾄ究Ｂｉ始当初の背鼠

私は、課程lllli上論文･作成に至るまでは、中
でも|一宇軍国家（エルサレム－１三国）の権力構
造に焦点を当てて研究を行った。トラ・モ
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礼記の分析では、いかなる背が聖地回復熱を
持ったのかについては見解を提示すること
ができたものの、逆にいかなる者が聖地回復

熱を、少なくともその作品il1に示すことがな
かったのか、その理由となるべき背景につい

て見解を提示できるにはいたらなかった。そ
の理由としては、作品数のＩＨＩ題がある。「Ｊ１』
地巡礼の黄金期」とは言っても、１４世紀に作
成された旅行記全７０作品の内、聖地巡礼記
は３１作品に過ぎなかった。しかし、１５１止紀
に作成された旅行記の数はその２５倍にも'二
る。従って、データが多い分、より詳細な分
析を行うことが可能となる。その上で、鎧終
的には１４～１５世紀の聖地巡礼記を総合的に
見て、十字軍観・イスラーム観の差異、その
社会的・地域的・時期的特画、およびその'1１（
因となる背)jtを明らかとし、後側1十字軍像の
より正確な把鵬に迫る。

とこそがエルサレム王国の権ﾉﾉ構造の理解

に繋がるということを提示し、封建主従関係
外要素、具体的には騎士修道会・ブルジョ
ワ・高位聖職者が]三国権力構造の''１でいかな
る役割を果たしたのかを考察した。そして最
終的には、封建Ｅ''５１と聖地防衛|':1家の二重性
という、従来にはない新たなエルサレム予国
像を提,犬することができた。このように、エ
ルサレム王国の権ﾉﾉ構造という点において
は結論を得ることができたが、エルサレム王
llil史研究を進める【|'で、シリア・パレスチナ

地域におけるキリスト教徒とムスリムとの
関係という点にも関心を持つようになった。
そこで行ったのが、聖地周辺域における托鉢
修道会士の活動に関する研究である。Ｂ・ア
ルタナーを始めとする従来の研究者たちは、
托鉢修道会士たちによるミッション活動を
|一宇↑に活動と二項対立的に捉えていたが、
Ｆ・カルデイーニといった近年の研究者は、
ミッション活動がその根底において十字軍

lWjill1と不可分に結びついていたことを提示
している。だが、いずれにせよ、（〔力世界に

おける托鉢修道全土の活動の実態が分析さ
れることはなかった。そこで、私は証書史料

を『''心に、書簡史料・年代記史料などを援用
して、托鉢修道会士の活動の実態を解明しよ
うと試みた。考察の結果、１３世紀半ばを境に
托鉢修道会'二のiilimllがムスリムに対する改
宗の促しからキリスト教徒に対する回心の
促しへと糧摸したことが明らかとされた。そ
の背最には、ムスリムからの攻撃により十字
ＴＩＩ国家の維持がlj1雛となった状況において、
彼らの曰的がキリスト教圏の拡大からその

lyJiI1iへと転換せざるをえなかったことがあ
ったのである。とりわけ、聖地|Ｈ１家滅亡時に
聖地巡礼をj=たる[]的として來乃１１１:界を訪
れていたドミニコ会士、リコルド・ダ・モン

テ・デイ・クローチェにとって、｜一宇軍はも
はや絶望的なものにすぎず、ムスリムからキ
リスト教圏を防衛するには「愛」をL|｣心とす
るキリスト教的美徳をキリスト教徒たちの
中に復活させるしかなかったのである。二二
で得られた結論の一つである、リコルドの十
字11fへの絶望感というものが、本研究の主題
である後期-1-字11(研究を行う背蛾となって
いる、

３．研究のか法

本研究の〃法は、以下の、りである。まず
は|人I容および人称に基づいて網羅的に分析
した上で、旅行記を５つの系統（①メモワー
ル②旅行鑑③創作、④聖地巡礼記、⑤巡
礼ガイド）に分類し、聖地巡礼記およびその
ﾈlli助的史料として巡礼ガイドに検討対象を
限定した。次に、それぞれの作品について，

作者の出身地.Ⅱ|自・旅程などの基本情搬を
整理した上で、各}作砧から十字軍観（過去の

十字軍に対する記憶・追憶的記述、および経
験としてのll41uの現状に対する感情）やイス
ラーム観（クルアーンやムハンマドに関する
'１'i報をどのように伝えようとしているのか、
および経験を通じてのムスリムに対する感
情の変化の有無）に関するＩｉｌｊ紺を抽出した。
その上で、このような情報を記す者、および
記さない者との間にどのような地域的・社会
的・時代的傾1mが看取できるのか、それらが
意味することを巡礼記令体、ひいてはヨーロ
ッパ社会全,体の文脈で可能な限り問い直し
た合

４．研究成果

水研究では、後期十字tliを'1'巻する一環と
して、より具体的には十字i1f熱が集合心Ｉ化と
してヨーロッパ世界に定着していたのかを
探るべく、１５１１t紀の聖地巡礼記の分析を行っ
た。考察の結采、１５世紀になると安全に「麻
ＩＪＩI」した巡化TPfたちの中にムスリムに対する
敵`獣が表面化したこと、およびオスマン帝lK1
のバルカン半島進出という状況の中で巡礼

者たちが「十字軍」という１１１１譜を用い始めた
こと、すなわち１５世紀後半における「十字
埴」は聖地lhl役ではなく対オスマン帝国を意
味したことなどが明らかとなった。しかし、

２．研究の目的

イ点研究では、’511t紀に作成された聖地巡礼
記を網羅的に分析し、そこから十字軍観・イ
スラーム観に関する１１ｉｆ報を柚{|{し、その劉情報

を｣凹地巡礼記全体の文脈で問い１１'(すことに
よって、ヨーロッパ世界ではいかなる十字軍
観・イスラーム観が見られたのか、およびそ
の変遷を見ることをi=たるＦ１的とする。これ
までに申請者が行ってきたl4Ill:紀の聖地巡



ヴェネツイアとオスマン帝国との和平（1479

年）により安全な｣鳴地巡礼が確保されると、
聖地巡礼者たちの心の中において'1Fび「十字

71f」熱が冷却していく傾向が見られることも
確認された。
近年の後期-1-字11f研究が、’３１１t紀米に十字

i1iが終焉したというかつての学説に対する
アンチテーゼを(1)発点としているために、ヨ

ーロッパ世界における「十字軍」熱の高揚を
ただただ強調する傾向にある。これに対してﾎﾟ
ｲ則り{先の成果の勝つ大きな意味は、とりわけ
巡礼者たちの十字tE観・イスラーム観は聖地

の状況に大きく左右されるものであり、直線
的に発展。増大していくものではなかったこ
と、およびｌ５Ｉｌｔ紀後半には「Ｉ~字軍」が聖
地|,,|復ではなく対オスマン帝111を意味した
こと、の二点を|ﾘ]らかにできたことである。
この成果を蹄まえると、当然のことながら

次なる課題は、宗救改革・オスマン帝国によ

る哩地支配・同帝国によるヨーロッパ侵入の
激化などを経験する１６世紀前半について、
引き続き分析を進めていくことである。
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